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粒⼦線治療開発研究PJ_櫻井

図１ 深層学習による動く標的の⾃動追尾

図２ BNCT⽤⾼精度リアルタイム中性⼦モニターの開発

陽⼦線治療において計測技術を活⽤する研究
テーマは多岐に渡っており、線量分布の精度
確認、⾶程確認、照準、呼吸で動く標的の追
尾照射などのため開発が進められている。

・中性⼦の⾼精度リアルタイム計測技術の開発
・照射時のホウ素10の測定技術：PG-SPECT等
の研究開発

筑波⼤学は陽⼦線治療において３５年の実績があり、先進的な治療法の開発、必要な⼈材教育を進めてきた。

新しい研究テーマ
・超⾳波による線量分布測定
・深層学習による動く標的の追尾など。

BNCTの臨床現場への応⽤


